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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 論 理 関 数 評 価 結 果 を 同 期 信 号 に 同 期 し て 出 力 す る 論 理 回 路 で あ っ て 、
　 入 力 信 号 に 応 じ て 一 方 の 線 の み が 基 準 電 位 に 至 る 経 路 を 形 成 し 、 所 望 の 論 理 関 数 を 実 現
す る ２ 線 式 論 理 木 と 、

　 上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 第 １ の 論 理 出 力 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 を 受 け る 第 １ の 論 理 入 力 節 点
お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 節 点 と 、
　 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と 、
　 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 と 、
　 駆 動 を 示 す 同 期 信 号 を 受 け て 作 動 し 、 上 記 第 １ の 論 理 入 力 節 点 お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 節
点 に 入 力 さ れ る 第 １ の 論 理 入 力 お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 が 持 つ 導 通 抵 抗 の 差 に 応 じ て 第 １ の
論 理 出 力 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 の 論 理 電 位 を 異 な る 第 １ の レ ベ ル お よ び 第 ２ の レ ベ ル に 確
定 さ せ る セ ン ス ア ン プ と 、
　 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 受 け た と き に 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
と を 短 絡 さ せ る 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 １ の 論 理 入 力 節 点 と 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と を 制 御 端 子 の 電 位 に 応 じ て 電 気 的
に 接 続 ま た は 切 り 離 す 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 論 理 入 力 節 点 と 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 と を 制 御 端 子 の 電 位 に 応 じ て 電 気 的
に 接 続 ま た は 切 り 離 す 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と 、

　 上 記 休 止 段 階 を 含 み 上 記 セ ン ス ア ン プ で 論 理 が 確 定 さ れ て い な い 段 階 で は 、 上 記 第 ２ の
ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 の 制 御 端 子 に 接 続 さ れ た 制 御 節 点 の 電 位 を 、 第 ２
お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 が 接 続 さ れ た 各 ２ 端 子 間 を 少 な く と も 接 続 可 能 と す る 電 位 に 設
定 す る 第 １ の 設 定 手 段 と 、

　 セ ン シ ン グ グ ラ ッ チ 部 と 、
　 セ ッ ト ・ リ セ ッ ト ラ ッ チ 部 と 、
を 備 え 、
　 前 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 は 、

　 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 と 、
を 有 し 、
　 前 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 は 、



　 上 記 セ ン ス ア ン プ で 論 理 が 確 定 さ れ る 段 階 で は 、 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 ま た は 第 ２ の
論 理 出 力 節 点 の 電 位 に 応 じ て 上 記 制 御 節 点 の 電 位 を 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 が 接
続 さ れ た 各 ２ 端 子 間 を 少 な く と も 切 り 離 し 可 能 と す る 電 位 に 設 定 す る 第 ２ の 設 定 手 段 と
　 を 有 す る 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 と を 有

　 セ ッ ト 端 子 に 上 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 第 １ の 論 理 出 力 を 受 け 、 リ セ ッ ト 端 子 に 上 記 セ
ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 第 ２ の 論 理 出 力 を 受 け 、 上 記 同 期 信 号 の １ 周 期 間 、 セ ン シ ン グ ラ ッ チ
部 の 論 理 出 力 を
論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 上 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の セ ン ス ア ン プ は 、
　 第 １ の イ ン バ ー タ と
　 第 ２ の イ ン バ ー タ
を 有 し 、
　 第 １ の イ ン バ ー タ の 出 力 と 第 ２ の イ ン バ ー タ の 入 力 と が 接 続 さ れ 、 そ の 接 続 点 が 上 記 第
１ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、 第 １ の イ ン バ ー タ の 入 力 と 第 ２ の イ ン バ ー タ の 出 力 と が 接
続 さ れ 、 そ の 接 続 点 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、
　 上 記 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 は 、
　 上 記 第 １ の イ ン バ ー タ の 入 力 と 第 ２ の イ ン バ ー タ の 入 力 と の 間 に 接 続 さ れ て い る
　 請 求 項 １ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な
第 １ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け
て 導 通 す る 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接
続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 と

を 含 む
　 請 求 項 １ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な
第 １ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け
て 導 通 す る 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接
続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 と

を 含 む
　 請 求 項 ２ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第
１ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け て
導 通 す る 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、

(2) JP 2001-186009 A5 2006.10.19

、
し 、

　 前 記 セ ッ ト ・ リ セ ッ ト ラ ッ チ 部 は 、

保 持 す る

、
と 、

、

、



　 中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ
、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続
さ れ 、
第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 中 間 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 上 記 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 が 導 通 す る と き
は 非 導 通 状 態 に 保 持 さ れ 、 当 該 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 が 非 導 通 状 態 に 保 持 さ れ る と き は 導 通
す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と を 含 む
　 請 求 項 １ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第
１ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け て
導 通 す る 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ
、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続
さ れ 、
第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 中 間 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 上 記 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 が 導 通 す る と き
は 非 導 通 状 態 に 保 持 さ れ 、 当 該 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 が 非 導 通 状 態 に 保 持 さ れ る と き は 導 通
す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と を 含 む
　 請 求 項 ２ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第
１ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 直 列 に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ 休 止 段 階 時 第 １ の 論 理 出 力
節 点 の 電 位 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 の 電 位 を 制 御 端 子 に 受 け て 導 通 す る 第 ４ の ス イ ッ チ
手 段 お よ び 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接
続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と

を 含 む
　 請 求 項 １ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第
１ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 直 列 に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ 休 止 段 階 時 第 １ の 論 理 出 力
節 点 の 電 位 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 の 電 位 を 制 御 端 子 に 受 け て 導 通 す る 第 ４ の ス イ ッ チ
手 段 お よ び 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接
続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と
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を 含 む
　 請 求 項 ２ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 論 理 関 数 評 価 結 果 を 同 期 信 号 に 同 期 し て 出 力 す る 論 理 回 路 で あ っ て 、
　 入 力 信 号 に 応 じ て 一 方 の 線 の み が 基 準 電 位 に 至 る 経 路 を 形 成 し 、 所 望 の 論 理 関 数 を 実 現
す る ２ 線 式 論 理 木 と 、

　 上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 第 １ の 論 理 出 力 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 を 受 け る 第 １ の 論 理 入 力 節 点
お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 節 点 と 、
　 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と 、
　 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 と 、
　 駆 動 を 示 す 同 期 信 号 を 受 け て 作 動 し 、 上 記 第 １ の 論 理 入 力 節 点 お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 節
点 に 入 力 さ れ る 第 １ の 論 理 入 力 お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 が 持 つ 導 通 抵 抗 の 差 に 応 じ て 第 １ の
論 理 出 力 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 の 論 理 電 位 を 異 な る 第 １ の レ ベ ル お よ び 第 ２ の レ ベ ル に 確
定 さ せ る セ ン ス ア ン プ と 、
　 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 受 け た と き に 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
と を 短 絡 さ せ る 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 １ の 論 理 入 力 節 点 と 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と を 制 御 端 子 の 電 位 に 応 じ て 電 気 的
に 接 続 ま た は 切 り 離 す 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 論 理 入 力 節 点 と 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 と を 制 御 端 子 の 電 位 に 応 じ て 電 気 的
に 接 続 ま た は 切 り 離 す 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と 、

　 上 記 休 止 段 階 を 含 み 上 記 セ ン ス ア ン プ で 論 理 が 確 定 さ れ て い な い 段 階 で は 、 上 記 第 ２ の
ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 の 制 御 端 子 に 接 続 さ れ た 制 御 節 点 の 電 位 を 、 第 ２
お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 が 接 続 さ れ た 各 ２ 端 子 間 を 少 な く と も 接 続 可 能 と す る 電 位 に 設
定 す る 第 １ の 設 定 手 段 と 、
　 上 記 セ ン ス ア ン プ で 論 理 が 確 定 さ れ る 段 階 で は 、 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 ま た は 第 ２ の
論 理 出 力 節 点 の 電 位 に 応 じ て 上 記 制 御 節 点 の 電 位 を 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 が 接
続 さ れ た 各 ２ 端 子 間 を 少 な く と も 切 り 離 し 可 能 と す る 電 位 に 設 定 す る 第 ２ の 設 定 手 段 と
　 を 有 す る 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 と を 有

　 セ ッ ト 端 子 に 上 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 第 １ の 論 理 出 力 を 受 け 、 リ セ ッ ト 端 子 に 上 記 セ
ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 第 ２ の 論 理 出 力 を 受 け 、 上 記 同 期 信 号 の １ 周 期 間 、 セ ン シ ン グ ラ ッ チ
部 の 論 理 出 力 を
　 上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 基 準 電 位 に 至 る 経 路 と 当 該 基 準 電 位 間 を 、 上 記 休 止 段 階 時 に は 電 気
的 に 切 り 離 し 、 休 止 段 階 時 以 外 に は 接 続 す る 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 と
　 を 有 す る 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 上 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の セ ン ス ア ン プ は 、
　 第 １ の イ ン バ ー タ と
　 第 ２ の イ ン バ ー タ
を 有 し 、
　 第 １ の イ ン バ ー タ の 出 力 と 第 ２ の イ ン バ ー タ の 入 力 と が 接 続 さ れ 、 そ の 接 続 点 が 上 記 第
１ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、 第 １ の イ ン バ ー タ の 入 力 と 第 ２ の イ ン バ ー タ の 出 力 と が 接
続 さ れ 、 そ の 接 続 点 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、
　 上 記 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 は 、
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、

　 セ ン シ ン グ グ ラ ッ チ 部 と 、
　 セ ッ ト ・ リ セ ッ ト ラ ッ チ 部 と 、
を 備 え 、
　 前 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 は 、

　 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 と 、
を 有 し 、
　 前 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 は 、

、
し 、

　 前 記 セ ッ ト ・ リ セ ッ ト ラ ッ チ 部 は 、

保 持 し 、

、
と 、



上 記 第 １ の イ ン バ ー タ の 入 力 と 第 ２ の イ ン バ ー タ の 入 力 と の 間 に 接 続 さ れ て い る
　 請 求 項 ９ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段
　 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と
を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第 １ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を
示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け て 導 通 す る 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段
　 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と
を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端
子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導
通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と

を 含 む
　 請 求 項 ９ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段
　 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と
を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第 １ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を
示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け て 導 通 す る 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段
　 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と
を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端
子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導
通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と

を 含 む
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段
　 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と
を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第 １ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を
示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け て 導 通 す る 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ
、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続
さ れ 、
第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と
を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 中 間 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 上 記 第
５ の ス イ ッ チ 手 段 が 導 通 す る と き は 非 導 通 状 態 に 保 持 さ れ 、 当 該 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 が 非
導 通 状 態 に 保 持 さ れ る と き は 導 通 す る 第 ８ の ス イ ッ チ 手 段 と
を 含 む
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　 請 求 項 ９ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段
　 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と
を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第 １ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を
示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け て 導 通 す る 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ
、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続
さ れ 、
第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と
を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 中 間 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 上 記 第
５ の ス イ ッ チ 手 段 が 導 通 す る と き は 非 導 通 状 態 に 保 持 さ れ 、 当 該 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 が 非
導 通 状 態 に 保 持 さ れ る と き は 導 通 す る 第 ８ の ス イ ッ チ 手 段 と
を 含 む
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第
１ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 直 列 に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ 休 止 段 階 時 第 １ の 論 理 出 力
節 点 の 電 位 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 の 電 位 を 制 御 端 子 に 受 け て 導 通 す る 第 ５ の ス イ ッ チ
手 段 お よ び 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接
続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ８ の ス イ ッ チ 手 段 と

を 含 む
　 請 求 項 ９ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第
１ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 直 列 に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ 休 止 段 階 時 に 第 １ の 論 理 出 力
節 点 の 電 位 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 の 電 位 を 制 御 端 子 に 受 け て 導 通 す る 第 ５ の ス イ ッ チ
手 段 お よ び 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接
続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ８ の ス イ ッ チ 手 段 と

を 含 む
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 論 理 関 数 評 価 結 果 を 同 期 信 号 に 同 期 し て 出 力 す る 論 理 回 路 で あ っ て
、
　 入 力 信 号 に 応 じ て 一 方 の 線 の み が 基 準 電 位 に 至 る 経 路 を 形 成 し 、 所 望 の 論 理 関 数 を 実 現
す る ２ 線 式 論 理 木 と 、
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と 、
、

ス 、

、

に

、

、



　 上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 第 １ の 論 理 出 力 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 を 受 け る 第 １ の 論 理 入 力 節 点
お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 節 点 と 、
　 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と 、
　 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 と 、
　 駆 動 を 示 す 同 期 信 号 を 受 け て 作 動 し 、 上 記 第 １ の 論 理 入 力 節 点 お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 節
点 に 入 力 さ れ る 第 １ の 論 理 入 力 お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 が 持 つ 導 通 抵 抗 の 差 に 応 じ て 第 １ の
論 理 出 力 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 の 論 理 電 位 を 異 な る 第 １ の レ ベ ル お よ び 第 ２ の レ ベ ル に 確
定 さ せ る セ ン ス ア ン プ と 、
　 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 受 け た と き に 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
と を 短 絡 さ せ る 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 １ の 論 理 入 力 節 点 と 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と を 制 御 端 子 の 電 位 に 応 じ て 電 気 的
に 接 続 ま た は 切 り 離 す 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 論 理 入 力 節 点 と 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 と を 制 御 端 子 の 電 位 に 応 じ て 電 気 的
に 接 続 ま た は 切 り 離 す 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と 、

　 上 記 休 止 段 階 を 含 み 上 記 セ ン ス ア ン プ で 論 理 が 確 定 さ れ て い な い 段 階 で は 、 上 記 第 ２ の
ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 の 制 御 端 子 に 接 続 さ れ た 制 御 節 点 の 電 位 を 、 第 ２
お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 が 接 続 さ れ た 各 ２ 端 子 間 を 少 な く と も 接 続 可 能 と す る 電 位 に 設
定 す る 第 １ の 設 定 手 段 と 、
　 上 記 セ ン ス ア ン プ で 論 理 が 確 定 さ れ る 段 階 で は 、 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 ま た は 第 ２ の
論 理 出 力 節 点 の 電 位 に 応 じ て 上 記 制 御 節 点 の 電 位 を 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 が 接
続 さ れ た 各 ２ 端 子 間 を 少 な く と も 切 り 離 し 可 能 と す る 電 位 に 設 定 す る 第 ２ の 設 定 手 段 と
　 を 有 す る 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 と を 有

　 セ ッ ト 端 子 に 上 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 第 １ の 論 理 出 力 を 受 け 、 リ セ ッ ト 端 子 に 上 記 セ
ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 第 ２ の 論 理 出 力 を 受 け 、 上 記 同 期 信 号 の １ 周 期 間 、 セ ン シ ン グ ラ ッ チ
部 の 論 理 出 力 を
　 上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 基 準 電 位 に 至 る 経 路 と 当 該 基 準 電 位 間 を 、 上 記 休 止 段 階 時 に は 電 気
的 に 切 り 離 し 、 休 止 段 階 時 以 外 に は 接 続 す る 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 が 休 止 段 階 で 上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 基 準 電 位 に 至 る 経 路 と 当 該 基
準 電 位 間 を 切 り 離 し て い る 期 間 で あ っ て 、 上 記 同 期 信 号 が 休 止 段 階 を 示 す ま ま で 停 止 し た
場 合 に 、 上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 基 準 電 位 に 至 る 経 路 と 当 該 基 準 電 位 間 を 強 制 的 に 接 続 す る 第
５ の ス イ ッ チ 手 段 と
　 を 有 す る 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 １ ８ 】 　 上 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の セ ン ス ア ン プ は 、
　 第 １ の イ ン バ ー タ と
　 第 ２ の イ ン バ ー タ
を 有 し 、
　 第 １ の イ ン バ ー タ の 出 力 と 第 ２ の イ ン バ ー タ の 入 力 と が 接 続 さ れ 、 そ の 接 続 点 が 上 記 第
１ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、 第 １ の イ ン バ ー タ の 入 力 と 第 ２ の イ ン バ ー タ の 出 力 と が 接
続 さ れ 、 そ の 接 続 点 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、
　 上 記 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 は 、
　 上 記 第 １ の イ ン バ ー タ の 入 力 と 第 ２ の イ ン バ ー タ の 入 力 と の 間 に 接 続 さ れ て い る
　 請 求 項 １ ７ 記 載 の 論 理 回 路 。
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　 セ ン シ ン グ グ ラ ッ チ 部 と 、
　 セ ッ ト ・ リ セ ッ ト ラ ッ チ 部 と 、
を 備 え 、
　 前 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 は 、

　 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 と 、
を 有 し 、
　 前 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 は 、

、
し 、

　 前 記 セ ッ ト ・ リ セ ッ ト ラ ッ チ 部 は 、

保 持 し 、

、

、
と 、



　 　 【 請 求 項 １ ９ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第
１ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け て
導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接
続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ８ の ス イ ッ チ 手 段 と

を 含 む
　 請 求 項 １ ７ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ２ ０ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第
１ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け て
導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接
続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ８ の ス イ ッ チ 手 段 と

を 含 む
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ２ １ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第
１ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け て
導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、
第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続
さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ８ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 中 間 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 上 記 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 が 導 通 す る と き
は 非 導 通 状 態 に 保 持 さ れ 、 当 該 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 が 非 導 通 状 態 に 保 持 さ れ る と き は 導 通
す る 第 ９ の ス イ ッ チ 手 段 と を 含 む
　 請 求 項 １ ７ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ２ ２ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第
１ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け て
導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、
第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続
さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ８ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
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、

、

ス

、

ス



な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 中 間 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 上 記 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 が 導 通 す る と き
は 非 導 通 状 態 に 保 持 さ れ 、 当 該 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 が 非 導 通 状 態 に 保 持 さ れ る と き は 導 通
す る 第 ９ の ス イ ッ チ 手 段 と を 含 む
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ２ ３ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第
１ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 直 列 に 接 続 さ れ 、
　 そ れ ぞ れ 休 止 段 階 時 第 １ の 論 理 出 力 節 点 の 電 位 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 の 電 位 を 制
御 端 子 に 受 け て 導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接
続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ８ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ９ の ス イ ッ チ 手 段 と

を 含 む
　 請 求 項 １ ７ 記 載 の 論 理 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ２ ４ 】 　 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第
１ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 直 列 に 接 続 さ れ 、
　 そ れ ぞ れ 休 止 段 階 時 第 １ の 論 理 出 力 節 点 の 電 位 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 の 電 位 を 制
御 端 子 に 受 け て 導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、
　 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能
な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接
続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ８ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点
に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ９ の ス イ ッ チ 手 段 と

を 含 む
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 論 理 回 路 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 パ ル ス ド ク ロ ッ ク Ｐ Ｃ Ｌ Ｋ 論 理 「 ０ 」 の 時 、 内 部 節 点 Ｆ は 論 理 １ に 初 期 化 さ れ る 。
　 パ ル ス ド ク ロ ッ ク Ｐ Ｃ Ｌ Ｋ が 論 理 「 １ 」 に な る と 、 論 理 木 （ Ｐ Ｄ Ｎ ） ２ ３ に お い て 論 理
評 価 が 行 わ れ 、 節 点 Ｆ が 変 化 す る 。 こ の 変 化 は Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｐ Ｔ ２ ２ 、 お よ び Ｎ
Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｔ ２ ３ ， Ｎ Ｔ ２ ４ に よ り 構 成 さ れ る 動 的 な イ ン バ ー タ を 通 し て 、 イ
ン バ ー タ Ｉ Ｎ Ｖ ２ １ ， Ｉ Ｎ Ｖ ２ ２ か ら な る ラ ッ チ ２ ２ ａ に 伝 達 さ れ る 。 こ の 間 、 入 力 信 号
は 変 化 し て は な ら な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ が 論 理 「 １ 」 に な る と 、 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｐ Ｔ ３ １ ， Ｐ Ｔ ３ ２
オ フ と な り 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｔ ３ １ が オ ン と な っ て 、 論 理 評 価 が 開 始 さ れ る 。

　 入 力 信 号 に 応 じ て 、 セ ン ス ア ン プ ３ ２ に 対 す る 論 理 入 力 節 点 Ｔ Ｆ か Ｔ Ｆ ＿ Ｘ の ど ち ら か
一 方 が 接 地 に 至 る 経 路 が 論 理 木 ３ １ 内 に 形 成 さ れ る 。 こ こ で は そ れ が 論 理 入 力 節 点 Ｔ Ｆ 側
だ と す る 。
　 こ の 場 合 、 論 理 入 力 節 点 Ｔ Ｆ の 電 位 は 素 早 く 論 理 「 ０ 」 に 落 ち る 。
　 こ こ で 、 セ ン ス ア ン プ ３ ２ の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｔ ３ ４ は 常 に オ ン で あ り 、 実 質 抵
抗 の よ う に 振 る 舞 う か ら 、 論 理 入 力 節 点 Ｔ Ｆ ＿ Ｘ に あ っ た 電 荷 は Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ
Ｔ ３ ４ を 通 し て 論 理 入 力 節 点 Ｔ Ｆ 側 に 流 れ る 。
　 し た が っ て 、 論 理 入 力 Ｆ に 続 い て 僅 か に 遅 れ て 論 理 入 力 Ｆ ＿ Ｘ の 電 位 も 「 ０ 」 に 落 ち る
。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】

　 第 ３ の 従 来 例 と し て 説 明 し た Ｓ Ａ － Ｆ ／ Ｆ 論 理 回 路 ３ ０ の 課 題 は 、 論 理 確 定 ま で の 時 間
が Ｍ Ｍ Ｏ Ｓ 論 理 木 の 電 荷 放 電 速 度 に タ イ ト に 依 存 す る と こ ろ に あ る 。
　 図 ２ ６ 中 節 点 Ｔ Ｆ 、 Ｔ Ｆ ＿ Ｘ は 論 理 評 価 開 始 前 に 、 論 理 「 １ 」 の 電 位 よ り も Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ
ト ラ ン ジ ス タ の し き い 値 分 だ け 低 い 電 位 に プ リ チ ャ ー ジ さ れ る 。
　 論 理 評 価 開 始 と と も に 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 論 理 木 ３ １ を 通 し て 電 荷 が 放 電 さ れ る 。 ２ つ の 節 点 Ｔ
Ｆ 、 Ｔ Ｆ ＿ Ｘ の 電 位 は 最 終 的 に は 両 方 と も に 論 理 「 ０ 」 の 電 位 に な る が 、 ど ち ら か １ つ が
必 ず 一 方 よ り も 速 く 論 理 「 ０ 」 に 至 る 。 論 理 確 定 に 関 わ る の は 、 速 く 論 理 「 ０ 」 に な る 方
の 節 点 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ７ １ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 論 理 関 数 評 価 結 果 を 同 期 信 号 に 同 期 し て 出 力 す る 論
理 回 路 で あ っ て 、 入 力 信 号 に 応 じ て 一 方 の 線 の み が 基 準 電 位 に 至 る 経 路 を 形 成 し 、 所 望 の
論 理 関 数 を 実 現 す る ２ 線 式 論 理 木 と 、

上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 第 １ の 論 理 出 力 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力
を 受 け る 第 １ の 論 理 入 力 節 点 お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 節 点 と 、 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と 、 第 ２
の 論 理 出 力 節 点 と 、 駆 動 を 示 す 同 期 信 号 を 受 け て 作 動 し 、 上 記 第 １ の 論 理 入 力 節 点 お よ び
第 ２ の 論 理 入 力 節 点 に 入 力 さ れ る 第 １ の 論 理 入 力 お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 が 持 つ 導 通 抵 抗 の
差 に 応 じ て 第 １ の 論 理 出 力 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 の 論 理 電 位 を 異 な る 第 １ の レ ベ ル お よ び
第 ２ の レ ベ ル に 確 定 さ せ る セ ン ス ア ン プ と 、
休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 受 け た と き に 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 と
を 短 絡 さ せ る 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 上 記 第 １ の 論 理 入 力 節 点 と 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点
と を 制 御 端 子 の 電 位 に 応 じ て 電 気 的 に 接 続 ま た は 切 り 離 す 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 上 記 第
２ の 論 理 入 力 節 点 と 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 と を 制 御 端 子 の 電 位 に 応 じ て 電 気 的 に 接 続 ま
た は 切 り 離 す 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と 、

上 記 休 止 段 階 を 含 み 上 記 セ ン ス ア ン プ で 論 理 が 確 定 さ れ て い な い 段 階 で
は 、 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 の 制 御 端 子 に 接 続 さ れ た 制 御 節 点
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が

第 ３ 従 来 例 の 課 題

の

セ ン シ ン グ グ ラ ッ チ 部 と 、 セ ッ ト ・ リ セ ッ ト ラ ッ チ
部 と 、 を 備 え 、
　 前 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 は 、

論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 と を 有 し 、 前 記 論 理 木 切 り
離 し 制 御 手 段 は 、



の 電 位 を 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 が 接 続 さ れ た 各 ２ 端 子 間 を 少 な く と も 接 続 可 能
と す る 電 位 に 設 定 す る 第 １ の 設 定 手 段 と 、 上 記 セ ン ス ア ン プ で 論 理 が 確 定 さ れ る 段 階 で は
、 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 ま た は 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 の 電 位 に 応 じ て 上 記 制 御 節 点 の 電 位
を 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 が 接 続 さ れ た 各 ２ 端 子 間 を 少 な く と も 切 り 離 し 可 能 と
す る 電 位 に 設 定 す る 第 ２ の 設 定 手 段 と を 有 す る 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 と を 有

セ ッ ト 端 子 に 上 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 第 １ の 論 理
出 力 を 受 け 、 リ セ ッ ト 端 子 に 上 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 第 ２ の 論 理 出 力 を 受 け 、 上 記 同 期
信 号 の １ 周 期 間 、 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 論 理 出 力 を
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 論 理 関 数 評 価 結 果 を 同 期 信 号 に 同 期 し て 出 力 す る 論 理 回 路 で あ っ て 、
　 入 力 信 号 に 応 じ て 一 方 の 線 の み が 基 準 電 位 に 至 る 経 路 を 形 成 し 、 所 望 の 論 理 関 数 を 実 現
す る ２ 線 式 論 理 木 と 、

上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 第 １ の 論 理 出 力 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 を
受 け る 第 １ の 論 理 入 力 節 点 お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 節 点 と 、 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と 、 第 ２ の
論 理 出 力 節 点 と 、 駆 動 を 示 す 同 期 信 号 を 受 け て 作 動 し 、 上 記 第 １ の 論 理 入 力 節 点 お よ び 第
２ の 論 理 入 力 節 点 に 入 力 さ れ る 第 １ の 論 理 入 力 お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 が 持 つ 導 通 抵 抗 の 差
に 応 じ て 第 １ の 論 理 出 力 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 の 論 理 電 位 を 異 な る 第 １ の レ ベ ル お よ び 第
２ の レ ベ ル に 確 定 さ せ る セ ン ス ア ン プ と 、 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 受 け た と き に 上 記 第
１ の 論 理 出 力 節 点 と 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 と を 短 絡 さ せ る 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 上 記 第 １
の 論 理 入 力 節 点 と 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と を 制 御 端 子 の 電 位 に 応 じ て 電 気 的 に 接 続 ま た
は 切 り 離 す 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 上 記 第 ２ の 論 理 入 力 節 点 と 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 と
を 制 御 端 子 の 電 位 に 応 じ て 電 気 的 に 接 続 ま た は 切 り 離 す 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と 、

上 記 休 止 段 階 を 含 み 上 記 セ ン
ス ア ン プ で 論 理 が 確 定 さ れ て い な い 段 階 で は 、 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ
ッ チ 手 段 の 制 御 端 子 に 接 続 さ れ た 制 御 節 点 の 電 位 を 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 が 接
続 さ れ た 各 ２ 端 子 間 を 少 な く と も 接 続 可 能 と す る 電 位 に 設 定 す る 第 １ の 設 定 手 段 と 、 上 記
セ ン ス ア ン プ で 論 理 が 確 定 さ れ る 段 階 で は 、 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 ま た は 第 ２ の 論 理 出
力 節 点 の 電 位 に 応 じ て 上 記 制 御 節 点 の 電 位 を 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 が 接 続 さ れ
た 各 ２ 端 子 間 を 少 な く と も 切 り 離 し 可 能 と す る 電 位 に 設 定 す る 第 ２ の 設 定 手 段 と を 有 す る
論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 と を 有 セ ッ ト 端 子 に 上 記
セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 第 １ の 論 理 出 力 を 受 け 、 リ セ ッ ト 端 子 に 上 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の
第 ２ の 論 理 出 力 を 受 け 、 上 記 同 期 信 号 の １ 周 期 間 、 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 論 理 出 力 を

上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 基 準 電 位 に 至 る 経 路 と 当 該 基 準 電 位 間 を 、 上 記 休 止 段 階 時 に は 電
気 的 に 切 り 離 し 、 休 止 段 階 時 以 外 に は 接 続 す る 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 と を 有 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、 上 記 第 ２ の ス イ
ッ チ 手 段 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第 １ の 電 源 電 位 と 上
記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け て 導 通 す る 第 ５ の ス
イ ッ チ 手 段 を 含 み 、 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 第 ３ の ス イ ッ チ
手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ
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し 、
　 前 記 セ ッ ト ・ リ セ ッ ト ラ ッ チ 部 は 、

保 持 す る 。

セ ン シ ン グ グ ラ ッ チ 部 と 、 セ ッ ト ・ リ セ ッ ト ラ ッ チ 部 と 、 を 備 え 、
前 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 は 、

論 理 木 切
り 離 し 制 御 手 段 と を 有 し 、 前 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 は 、

し 、 前 記 セ ッ ト ・ リ セ ッ ト ラ ッ チ 部 は 、

保 持
し 、

と 、 、

と 、
、



、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の
と き に 導 通 す る 第 ６ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 上 記 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ
、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の
と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ 手 段 と を 含 む 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 上 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 の 第 １ の 設 定 手 段 は 、 上 記 第 ２ の ス イ
ッ チ 手 段 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 接 続 状 態 と す る こ と が 可 能 な 第 １ の 電 源 電 位 と 上
記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 制 御 端 子 に 受 け て 導 通 す る 第 ５ の ス
イ ッ チ 手 段 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ の 設 定 手 段 は 、 中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 １ の
論 理 出 力 節 点 に 接 続 さ れ 、 第 １ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ６ の ス
イ ッ チ 手 段 と 、 上 記 中 間 節 点 と 上 記 制 御 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 上 記 第 ２ の 論 理 出
力 節 点 に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 論 理 出 力 電 位 が 第 １ の レ ベ ル の と き に 導 通 す る 第 ７ の ス イ ッ チ
手 段 と 、 上 記 第 ２ の イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 切 り 離 し 状 態 と す る こ
と が 可 能 な 第 ２ の 電 源 電 位 と 上 記 中 間 節 点 間 に 接 続 さ れ 、 上 記 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 が 導 通
す る と き は 非 導 通 状 態 に 保 持 さ れ 、 当 該 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段 が 非 導 通 状 態 に 保 持 さ れ る と
き は 導 通 す る 第 ８ の ス イ ッ チ 手 段 と を 含 む 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 論 理 関 数 評 価 結 果 を 同 期 信 号 に 同 期 し て 出 力 す る 論 理 回 路 で あ っ て 、
　 入 力 信 号 に 応 じ て 一 方 の 線 の み が 基 準 電 位 に 至 る 経 路 を 形 成 し 、 所 望 の 論 理 関 数 を 実 現
す る ２ 線 式 論 理 木 と 、

上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 第 １ の 論 理 出 力 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 を
受 け る 第 １ の 論 理 入 力 節 点 お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 節 点 と 、 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と 、 第 ２ の
論 理 出 力 節 点 と 、 駆 動 を 示 す 同 期 信 号 を 受 け て 作 動 し 、 上 記 第 １ の 論 理 入 力 節 点 お よ び 第
２ の 論 理 入 力 節 点 に 入 力 さ れ る 第 １ の 論 理 入 力 お よ び 第 ２ の 論 理 入 力 が 持 つ 導 通 抵 抗 の 差
に 応 じ て 第 １ の 論 理 出 力 お よ び 第 ２ の 論 理 出 力 の 論 理 電 位 を 異 な る 第 １ の レ ベ ル お よ び 第
２ の レ ベ ル に 確 定 さ せ る セ ン ス ア ン プ と 、 休 止 段 階 を 示 す 同 期 信 号 を 受 け た と き に 上 記 第
１ の 論 理 出 力 節 点 と 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 と を 短 絡 さ せ る 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 上 記 第 １
の 論 理 入 力 節 点 と 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 と を 制 御 端 子 の 電 位 に 応 じ て 電 気 的 に 接 続 ま た
は 切 り 離 す 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 上 記 第 ２ の 論 理 入 力 節 点 と 上 記 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 と
を 制 御 端 子 の 電 位 に 応 じ て 電 気 的 に 接 続 ま た は 切 り 離 す 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と 、

上 記 休 止 段 階 を 含 み 上 記 セ ン
ス ア ン プ で 論 理 が 確 定 さ れ て い な い 段 階 で は 、 上 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 お よ び 第 ３ の ス イ
ッ チ 手 段 の 制 御 端 子 に 接 続 さ れ た 制 御 節 点 の 電 位 を 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 が 接
続 さ れ た 各 ２ 端 子 間 を 少 な く と も 接 続 可 能 と す る 電 位 に 設 定 す る 第 １ の 設 定 手 段 と 、 上 記
セ ン ス ア ン プ で 論 理 が 確 定 さ れ る 段 階 で は 、 上 記 第 １ の 論 理 出 力 節 点 ま た は 第 ２ の 論 理 出
力 節 点 の 電 位 に 応 じ て 上 記 制 御 節 点 の 電 位 を 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 が 接 続 さ れ
た 各 ２ 端 子 間 を 少 な く と も 切 り 離 し 可 能 と す る 電 位 に 設 定 す る 第 ２ の 設 定 手 段 を 有 す る
論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 と を 有 セ ッ ト 端 子 に 上 記
セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 第 １ の 論 理 出 力 を 受 け 、 リ セ ッ ト 端 子 に 上 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の
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と 、 、

ス 、

セ ン シ ン グ グ ラ ッ チ 部 と 、 セ ッ ト ・ リ セ ッ ト ラ ッ チ 部 と 、 を 備 え 、
前 記 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 は 、

論 理 木 切
り 離 し 制 御 手 段 と を 有 し 、 前 記 論 理 木 切 り 離 し 制 御 手 段 は 、

と
し 、 前 記 セ ッ ト ・ リ セ ッ ト ラ ッ チ 部 は 、



第 ２ の 論 理 出 力 を 受 け 、 上 記 同 期 信 号 の １ 周 期 間 、 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 の 論 理 出 力 を
　 上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 基 準 電 位 に 至 る 経 路 と 当 該 基 準 電 位 間 を 、 上 記 休 止 段 階 時 に は

電 気 的 に 切 り 離 し 、 休 止 段 階 時 以 外 に は 接 続 す る 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 上 記 第 ４ の ス イ
ッ チ 手 段 が 休 止 段 階 で 上 記 ２ 線 式 論 理 木 の 基 準 電 位 に 至 る 経 路 と 当 該 基 準 電 位 間 を 切 り 離
し て い る 期 間 で あ っ て 、 上 記 同 期 信 号 が 休 止 段 階 を 示 す ま ま で 停 止 し た 場 合 に 、 上 記 ２ 線
式 論 理 木 の 基 準 電 位 に 至 る 経 路 と 当 該 基 準 電 位 間 を 強 制 的 に 接 続 す る 第 ５ の ス イ ッ チ 手 段
と を 有 す る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｔ 1101お よ び Ｎ Ｔ 1107の 接 続 点 と Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｔ 11
06お よ び Ｎ Ｔ 1110の 接 続 点 と の 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｔ 1105が 接 続 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｔ 1105 ゲ ー ト に 信 号 Ｄ を イ ン バ ー タ Ｉ Ｎ Ｖ １ ０ ２ で
反 転 さ せ た 反 転 信 号 Ｄ ＿ Ｘ が 供 給 さ れ 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｔ 1106の ゲ ー ト に 信 号 Ｄ
が 供 給 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 ２ に 示 す 論 理 回 路 １ ０ ０ に お い て は 、 Ｓ Ｒ ラ ッ チ １ ２ ０ は ２ つ の Ｎ Ｏ Ｒ ゲ ー ト Ｎ Ｒ １
２ １ ， Ｎ Ｒ １ ２ ２ で 実 現 し て い る 。
　 ま た 、 図 ２ の 論 理 回 路 １ ０ ０ に お い て は 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ２ 線 式 論 理 木 部 １ １ ０ は 、 Ｆ ＝ Ａ （
＋ ） ｛ （ Ｂ （ ＋ ） Ｃ ） ・ Ｄ ｝ と い う 論 理 関 数 を 実 現 し て い る 。
　 入 力 信 号 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ が ど の よ う な 論 理 値 の 組 み 合 わ せ に な っ て も 、 論 理 木 節 点 Ｔ Ｆ
１ 、 Ｔ Ｆ ＿ Ｘ １ の ど ち ら か 一 方 に 接 地 へ 至 る 経 路 が 存 在 す る こ と は 、 休 止 段 階 に お い て セ
ン シ ン グ ラ ッ チ 部 １ ３ ０ の 出 力 節 点 Ｔ Ｈ 、 Ｔ Ｈ ＿ Ｘ 完 全 な 論 理 「 ０ 」 の 電 位 に 固 定 す る
こ と に 貢 献 し て い る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ が 論 理 「 ０ 」 か ら 論 理 「 １ 」 に 切 り 替 わ る 瞬 間 か ら 、 節 点 Ｔ Ｈ 、 Ｔ
Ｈ ＿ Ｘ の 論 理 値 が 確 定 さ れ る ま で の 期 間 を 「 駆 動 段 階 」 と 呼 ぶ 。
　 こ の 場 合 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ １ ３ ２ は オ フ と な っ て 節 点 Ｔ Ｈ と Ｔ Ｈ ＿ Ｘ を 切
り 離 し 、 セ ン ス ア ン プ １ ３ １ は 駆 動 能 力 を 持 っ て 節 点 Ｔ Ｈ 、 Ｔ Ｈ ＿ Ｘ の 電 位 に 干 渉 し 、 ど
ち ら か を 論 理 「 ０ 」 に 、 も う 一 方 を 論 理 「 １ 」 に し よ う と 働 き か け る 。
　 し か し 、 節 点 Ｔ Ｈ 、 Ｔ Ｈ ＿ Ｘ に お け る 論 理 値 は 未 だ 確 定 し て い な い 。 前 段 階 に 引 き 続 き
、 論 理 木 切 り 離 し 制 御 部 １ ３ ３ は ス イ ッ チ １ ３ ４ 、 １ ３ ５ に 対 し て 接 続 を 示 し 、 節 点 Ｔ Ｈ
と Ｔ Ｆ ２ 間 、 お よ び 節 点 Ｔ Ｈ ＿ Ｘ と Ｔ Ｆ ＿ Ｘ ２ 間 を そ れ ぞ れ 短 絡 す る 。
　 し た が っ て 、 セ ン ス ア ン プ １ ３ １ と 論 理 木 節 点 Ｔ Ｆ １ 、 Ｔ Ｆ ＿ Ｘ １ と の 間 に 干 渉 が 生 じ
る 。 論 理 木 節 点 Ｔ Ｆ １ 、 Ｔ Ｆ ＿ Ｘ １ の ど ち ら か 一 方 が 必 ず 接 地 へ 至 る 経 路 を 持 ち 、 節 点 Ｔ
Ｈ 、 Ｔ Ｈ ＿ Ｘ の ど ち ら か 一 方 を 論 理 ０ に 向 け て 引 き 下 げ よ う と す る 。 こ う し た 干 渉 を 受 け
て 、 そ れ ま で 同 じ だ っ た 節 点 Ｔ Ｈ 、 Ｔ Ｈ ＿ Ｘ の 電 位 に 異 な る 方 向 に 変 化 し 始 め る 。
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【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ０ 】
　 こ の セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 １ ３ ０ Ａ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｐ Ｔ 13
01～ Ｐ Ｔ 1304、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｔ 1301～ Ｎ Ｔ 1307、 第 １ の 論 理 入 力 節 点 Ｔ Ｆ 、 第
２ の 論 理 入 力 節 点 Ｔ Ｆ ＿ Ｘ ２ 、 第 １ の 論 理 出 力 節 点 Ｔ Ｈ 、 第 ２ の 論 理 出 力 節 点 Ｔ Ｈ ＿ Ｘ 、
ク ロ ッ ク 入 力 に Ｔ CLK 、 お よ び Ｔ CLKXを 有 し て い る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ５ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 論 理 回 路 に お い て は 、 セ ン シ ン グ ラ ッ チ 部 １ ３ ０ 内 制 御 節 点 Ｇ に よ っ て
論 理 木 １ １ ０ と セ ン ス ア ン プ １ ３ １ の 接 続 ・ 切 り 離 し を 行 う 。
　 制 御 節 点 Ｇ は Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ に よ っ て 電 荷 が 充 当 さ れ 、 完 全 な 論 理 「 １ 」 の 電 位
が 与 え ら れ る 。 こ の た め 、 ス イ ッ チ １ ３ ４ ， １ ３ ５ と し て の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｔ 13
04， Ｎ Ｔ 1305が 十 分 に オ ン に な り 、 導 通 抵 抗 が 小 さ く 、 不 正 な 電 位 変 動 を 吸 収 し や す い 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ ４ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 図 １ ６ お よ 図 １ ７ の 構 成 で 問 題 と な る の は 、 ク ロ ッ ク 信 号 （ 同
期 信 号 ） Ｃ Ｌ Ｋ が 論 理 「 ０ 」 で 停 止 し た 場 合 で あ る 。
　 こ の と き 、 休 止 段 階 で あ る か ら 、 節 点 Ｔ Ｈ 、 Ｔ Ｈ ＿ Ｘ は Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の し き い
値 よ り も 少 し 低 い 電 位 に な っ て い る 。
　 Ｓ Ｒ ラ ッ チ 部 １ ２ ０ は 、 こ れ を 論 理 「 ０ 」 と し て 受 け 取 り 、 保 持 モ ー ド と し て 動 作 す る
。 論 理 的 な 問 題 は な い 。
　 し か し 、 カ ッ ト オ フ 時 の リ ー ク 電 流 の 大 き さ が 問 題 と な る 。
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